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公衆衛生看護学を教授する教員のキャリアラダー 

作成の経緯 

1. 平成 27(2015)～30(2018)年度の中期目標 B「教員の質向上」に向けて、平成 26 年度からの検討内容も踏まえて、平成 27 年度より中

期計画「公衆衛生看護学を教授する教員像の明確化とキャリアラダーを構築する」活動を行うこととなった。 

2. 平成 27 年度は、11 月 3 日の秋季研修（テーマ 公衆衛生看護学教員の力量形成に向けて）において前教員研修委員会委員長 安齋 由貴

子宮城大学教授による講演「公衆衛生看護学教員のキャリアラダー」と、それを受けたグループワーク「公衆衛生看護学教員のキャリア

ラダーを考える」が行われ、この時の記録（会員校の意見）をキャリアラダー（以下ラダー）作成に反映することとなった。 

3. 平成 28 年度 7 月 11 日に教員研修委員会にラダー構築班（和泉比佐子、岡本玲子）（以下ラダー班）が設置され、小西かおる委員長より

１･2 の説明、および次年度の総会でラダーの承認を得るよう進めること、ラダーが次年度からの新教員研修体制の土台になることにつ

いて説明を受け、ラダー案作成が開始された。この際、岡本よりラダー構築における構成要素（グレード、役割、必須の仕事経験、求め

られる能力、必須習得の学位、必須習得の研修、経験年数の目安等）が示され、それらを枠組みとして作成することが確認された。 

4. 同年 8 月 3 日にラダー班より委員長にラダー案を送付、5 日に委員長よりそれが研修企画班（北岡英子、蔭山正子）に送付され、その後

オブザーバー（荒木田美香子副会長）も含み、5-8 日にかけてメールで意見交換した。 

5. 9-12 日にかけてラダー班にてこの修正版を作成し、４のメンバーに送付、20 日までの意見を反映し理事会資料とした。 

6. 8 月の理事会では経過と内容が説明され、意見については別途 9 月 11 日までに文書にて集約することとなり、その意見を反映した修正

版をラダー班が作成し、11 月および 2 月に理事会で検討し、承認された。 

 

 

 

【公衆衛生看護学を教授する望ましい教員像】  （教員とは保健師課程専任教員を指す。） 

社会的公正を行為の規範とし、学生のモデルとなる豊かな人間性を備え  

１．公衆衛生看護の原則・価値を継承しうる知識・技術を持ち更新・提供し続ける教育者 

２．公衆衛生看護学を開発・発展しうる研究能力を持ち更新・実践し続ける研究者  
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【教育者としてのラダー】 

レベル レベル１A レベル１B レベル２ レベル３A レベル３B 

役 割 ・ 責 任 
授業：単発試行・補佐 

実習：継続的指導下 

授業：単元責任 

実習：頻回指導下 

授業：科目責任  

実習：時々指導下・自立 

授業：複数科目責任 

実習：自立・指導 

授業：カリキュラム責任 

実習：開発・自立・指導 

必須の仕事経験 
授業単発試行経験 

自分の教育評価研究 

授業単元責任遂行経験 

単元の教育評価研究 

授業科目責任遂行経験 

科目の教育評価研究 

科目の教育評価研究 

継続指導経験 

カリキュラム開発・管理経験 

カリキュラム評価研究 

必 須 の 研 修 (教育力) 
教育学/FD/専門 

基礎研修 

教育学/FD/専門 

初級研修 

教育学/FD/専門 

中級研修 

教育学/FD/専門 

上級研修 

教育学/FD/専門 

ベテラン研修 

求められる資格・学位 学士・修士 修士 博士 博士 博士 

必要経験年数(目安) 0年～2年 1年～5年    

求められる能力 (知識・技術)                                                   ※それぞれ左の下位ラダーに積み上げる内容として書いている。 

教員としての基本姿勢・資質 

公衆衛生看護の原則・価値

を継承する 

公衆衛生看護の原則・価

値を継承する意義を理解

し、その概要を説明できる 

公衆衛生看護の原則・価

値を具体的事例で説明で

きる 

公衆衛生看護の原則・価

値を歴史的背景とともに

具体的事例で説明できる 

公衆衛生看護の原則・価

値および継承する意義を

教授することができる 

公衆衛生看護の原則・価値

を体系的に継承する体制を

整備・推進できる 

保健師プロフェッショナルお

よび保健師教育の専任教

員としての知識・技術を持つ 

保健師および教育者とし

て基本的な知識と技術を

有し、さらなる向上を目指

して主体的に自己研鑽で

きる 

知識と技術の維持・向上

に努め、担当する授業等

についてより包括的かつ

詳細に探求できる 

担当する授業等について

包括的かつ詳細な知識と

技術を有し、さらに応用

可能な学問を探求できる 

専門的で応用の効く知識・

技術と体系的理解を有し、

自律して最先端の内容に

更新できる。またそれを他

の教員に指導できる 

本質的な部分について非常

に深く体系的に理解してお

り、自律して最先端の内容

を開発・公表できる。またそ

れを他の教員に指導できる 

公衆衛生看護における倫理

を遵守する 

公衆衛生看護活動および

教育における倫理的な問

題について概要を説明で

きる 

倫理的な問題について具

体例を挙げて、その背景

や考え方を多面的に示す

ことができる 

多様な場における倫理的

な問題と、個人の責任と

組織の責任、および対処

法を説明できる 

倫理的問題に気づき、解

決の手だてを考案するた

めに他の教員とともに行

動できる 

倫理的問題について分析し

対処するとともに、組織とし

て対応する体制を整備・推

進できる 

カリキュラム編成 

関連する諸制度（指定規則

含む）や専門能力枠組みを

踏まえる 

関連する諸制度や専門能

力枠組みについて説明で

きる 

看護教育における一般的

なカリキュラム編成の方法

について説明できる 

関連する諸制度や専門

能力枠組みを踏まえたカ

リキュラム編成の方法を

検討できる 

関連する諸制度や専門能

力枠組みを踏まえてカリキ

ュラムを編成できる 

学生の到達度に基づき、経

年的にカリキュラム編成を

評価し、時代に応じてカリキ

ュラム編成を改訂できる 
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高等教育枠組みを踏まえる 

公衆衛生看護学の基礎的

な概念や原理の知識に基

づいてカリキュラムを解釈

できる 

クリティカルな視点を持っ

てカリキュラムを評価でき

る 

公衆衛生看護学の体系

的な理解に基づいてカリ

キュラムを評価できる。 

包括的かつ最新の知識を

応用してカリキュラムを改

訂できる 

最先端をさらに広げる独創

性をもってカリキュラムを創

造できる 

所属する教育機関の教育

理念・ポリシーに準ずる 

所属する教育機関の教育

理念、ディプロマポリシ

ー、カリキュラムポリシー、

アドミッションポリシーを説

明できる 

現在の所属機関のカリキ

ュラム編成が教育理念と

ポリシーに準じているかど

うかを説明できる 

教育理念とポリシーに準

じたカリキュラム編成へ

の改訂を提案できる 

教育理念とポリシーに準じ

たカリキュラム編成に改訂

し、所属機関の承認を得ら

れる 

時代の変遷に応じて教育理

念、ポリシー、カリキュラム

編成を評価し、適正に改訂

できる 

授業展開 

学習目標と授業計画の立案

（ﾐﾆﾏﾑﾘｸﾜｲｱﾒﾝﾂに到達す

る）、授業の組織化 

担当する授業について前

後の授業の流れを踏まえ

て学習目標と授業計画を

立案できる 

担当する単元について教

育の順序性を考え学習目

標と授業計画を立案でき

る 

担当する科目について他

科目との順序性を考え学

習目標と授業計画を立案

できる 

カリキュラム全体の順序性

や学習目標に至る授業内

容の点検と修正の支援が

できる 

看護師課程・保健師課程の

カリキュラム全体の順序性

や学習目標に至る内容の

点検と、組織的に改訂を推

進できる 

効果的な授業の内容と方法 

講義・演習・教材開発 

担当する授業について効

果的な授業の内容と方法

で構成し実施できる 

担当する単元について効

果的な授業の内容と方法

で構成し実施できる 

担当する科目について効

果的な授業の内容と方

法で構成し実施できる 

カリキュラム全体の効果的

な授業展開の点検と修正

の支援ができる 

先駆的な授業の内容と方法

を学習あるいは開発し、教

員間で検討しカリキュラムに

適用できる 

学生の能力査定と効果的な

学習支援 

担当する授業について学

生の能力査定を行い、効

果的な学習支援方法を選

択し実施できる 

担当する単元について学

生の能力査定を行い、効

果的な学習支援方法を選

択し実施できる 

担当する科目について学

生の能力査定を行い、効

果的な学習支援方法を

選択し実施できる 

学生の能力査定と学習支

援方法の課題を明確化

し、修正の方向性を検討・

支援できる 

学生の能力査定と効果的な

学習支援方法を開発し、教

員間で検討し組織的に適用

できる 

授業における学習成果（ラ

ーニングアウトカム）の評価  

教育評価 

担当する授業について学

生の学習成果を評価し、

到達度の低い内容につい

て授業計画を修正できる 

担当する単元について学

生の学習成果を評価し、

到達度の低い内容につい

て授業計画を修正できる 

担当する科目について学

生の学習成果を評価し、

到達度の低い内容につ

いて授業計画を修正でき

る 

学習成果の評価方法の課

題を明確化し、修正の方

向性を検討・支援できる 

学習成果の効果的な評価

方法を開発し、教員間で検

討し組織的に適用できる 

実習展開 

実習目標と指導計画の立案

（ﾐﾆﾏﾑﾘｸﾜｲｱﾒﾝﾂに到達す

る） 

担当した実習グループの

学生が実習目標に到達す

るための指導計画（週案）

実習目標に到達するため

の指導計画について実習

グループ間に格差がない

実習目標と指導計画の

課題について意見を述

べ、教員間で改訂の方向

学生全員が目指す実習目

標と標準的な指導計画を

立案し、教員間で共有でき

実習目標と指導計画につい

て国内外の先駆的取り組み

と比較検討し、改善点を明
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を作成できる かを点検し、調整できる 性を協議できる る 確化し、組織的に改訂を推

進できる 

学生の実践能力査定と効果

的な学習支援 

学生の実践能力を査定す

る方法、その結果に基づく

効果的な学習支援方法に

ついて概要を説明できる 

担当実習グループの学生

の実践能力を査定し、そ

の結果に基づいて効果的

な学習支援方法を選択し

実施できる 

学生の実践能力を査定

する方法と、その結果に

基づいて効果的に学習

支援を行う方法の課題に

ついて意見を述べ、改訂

の方向性を協議できる 

学生の実践能力を査定す

る方法と、その結果に基づ

いて効果的に学習支援を

行う方法を明確にし、教員

間で共有できる 

学生の実践能力の査定、お

よび効果的な学習支援方法

について最新の知見を収集

し、教育への適用を吟味し、

組織的に改訂を推進できる 

実習における学習成果の評

価 

実習における学生の学習

成果の評価方法について

説明でき、指導の下で評

価できる 

担当した実習グループの

学生の学習成果を評価で

きる 

全実習グループの学生

の学習成果の評価をまと

め、課題を教員間で共有

できる 

学生の学習成果の評価結

果に基づいて、実習指導

の内容と方法、体制、実習

施設・指導者との協働等

の課題別に改善の方向性

を検討できる 

ミニマムリクワイアメンツに

至る学習成果創出に向けた

実習の在り方について多角

的に検討し、改善策を組織

的に推進できる 

実習指導体制と実習指導者

教員間（以下指導者間）の

関係の構築、協働 

実習施設との打ち合わせ

において実習指導体制と

互いの役割を確認し指導

者間の関係を構築できる 

実習期間を通して学生の

到達度等に関する指導者

間の情報交換を密にし、

課題に即座に対応できる 

実習前に実習指導体制

と指導者間の協働に関

する事項を文書化し、教

員間で協議のうえ共有で

きる 

実習前に同じ都道府県内

の各校の状況を把握し、

調整を要することに対応で

きる 

先駆的取り組みや最新の知

見を取り入れ、実習指導体

制の整備と指導者間の協働

の改善に向けてリーダーシ

ップをとれる 

実習における学習環境の整

備（実習地の開拓を含む） 

実習施設との打ち合わせ

において実習における学

習環境の整備について協

議できる 

実習期間を通して学生の

学習環境に関する課題を

把握し、指導者に交渉・調

整できる 

必要物品を把握し購入で

きる 

実習前に実習環境の整

備に関する事項を文書化

し、教員間で協議のうえ

共有できる 

実習前に同じ都道府県内

の各校の状況を把握し、

調整を要することに対応で

きる 

必要物品を予算化できる 

先駆的取り組みや最新の知

見より、適切な実習施設に

ついて吟味し、必要に応じ

て開拓できる 
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【研究者としてのラダー】 

 研究についてのラダーは全国保健師教育機関協議会の会員校の構成から考えてレベル１A・レベル１B・レベル２を活用していただくこ

とを前提に作成している。しかし、世界水準の研究を使命とする研究大学や大規模研究を行うことが推進される現状があり、レベル 3

も設けている。また、大学院を設置する大学の割合の増加により、他者への研究指導については、大学院生への研究指導に関するラ

ダーも含んでいる。そのため、各会員校の実情に合わせて活用していただきたい。 

 求められる能力はそれぞれ左の下位ラダーに積み上げる内容であるため、下位レベルで能力の習得が必要とされる項目では上位ラダーを

空欄となっている。 

 

レベル レベル１A レベル１B レベル２ レベル３ 

役 割 ・ 責 任 分担者として研究 

指導のもとで研究 

分担者として研究 

代表者として研究 
代表者として研究 

プロジェクトの総括 

研究費審査 

必須の仕事経験 同一機関内の共同研究 

個人研究 

個人研究 

同一機関内の共同研究 

 

公衆衛生看護実践者との共同

研究 

他研究機関との共同研究 

他分野・多研究機関との共同研究 

他分野・多機関・諸外国との共同研究 

必 須 の 研 修 

  (研究能力) 
研究の基礎研修 

研究費獲得基礎研修 

初級研修 

研究費獲得初級研修 

中級研修 

研究費獲得研修 

上級研修 

大型研究費獲得研修 

研究費審査者研修 

求められる資格・学位 学士・修士 修士 修士・博士 博士 

必要経験年数(目安) 0年～3年 1年～5年  

研究者としての基本姿勢 

公衆衛生看護学の研究において

人を対象とする医学研究の倫理

指針を遵守し、主体的に公衆衛

生看護学および実践の発展やコ

ミュニティの課題解決のためのア

プローチを探求しつづける推進力

をもつ 

左記の研究者としての基本姿

勢を理解し、指導のもと研究

遂行し、共同研究においてメ

ンバーシップを発揮できる 

左記の研究者としての基本姿

勢をもち研究遂行し、共同研

究においてメンバーシップを発

揮しできる 

左記の研究者としての基本姿勢

をもち研究遂行し、研究メンバー

に基本姿勢を示すことができる 

左記の研究者としての基本姿勢をもち

研究遂行し、プロジェクトにおいて他の

研究者の基本姿勢の醸成ができる 
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レベル レベル１A レベル１B レベル２ レベル３ 

求められる能力 (知識・技術) 

Plan 

研究 

計画 

公衆衛生看護に関する研

究問題を検討できる 

公衆衛生看護の実践やコ

ミュニティの問題を研究的

な視点で検討できる 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を研究的かつ多角的な視

点で検討できる 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を研究問題として多角的

な視点から検討できる 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を研究問題として多面的・

多角的な視点から検討できる 

公衆衛生看護に関する研

究設問（リサーチ・クエスチ

ョン）を設定できる 

公衆衛生看護の実践やコ

ミュニティの問題を研究設

問として設定できる 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を独自性の高い研究設問

として設定できる 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を実践者や他の研究者と

の共同の研究設問として設定でき

る 

公衆衛生看護の実践やコミュニテ

ィの問題を実践者や他分野・多機

関の研究者との共同の研究設問と

して設定できる 

研究設問（リサーチ・クエス

チョン）に応じた研究方法と

対象の選択および倫理的

配慮を検討した計画書を作

成できる 

指導のもと研究設問に応

じた研究方法と対象の選

択および倫理的配慮を検

討した計画書を作成でき

る 

研究設問に応じた研究方法と対象

の選択および、倫理的配慮を検討し

た計画書を作成できる 

研究設問に応じた研究方法と対象

の選択および、倫理的配慮を検討

した計画書を実践者や他の研究者

と共同で作成できる 

 

公衆衛生看護の研究のた

めのフィールド調整ができ

る 

指導のもと、研究フィール

ドとしての自治体等との調

整ができる 

研究フィールドとしての自治体等と

の調整ができる 

自治体等との共同研究のフィール

ドの調整ができる 

広域的な公衆衛生看護実践の場

を研究フィールドとして確保できる 

他者の研究計画の指導が

できる 

指導のもと保健師基礎教

育における卒業研究計

画、公衆衛生看護実践者

等の研究計画の指導がで

きる 

保健師基礎教育における卒業研

究計画、公衆衛生実践者等の研究

計画の指導ができる 

指導のもと大学院前期課程の研究

計画の指導ができる 

大学院前期課程の研究計画の指

導ができる 

指導のもと大学院後期課程の研究

計画の指導ができる 

大学院前期・後期課程の研究計画

の指導研究計画のクリティークが

できる 

 

Do 

研究 

遂行 

研究計画に基づきデータ収

集できる 

指導のもと研究計画に基

づきデータ収集できる 

研究計画に基づきデータ収集でき

る 

研究計画に基づいたデータ収集に

ついて共同研究者の支援ができる 

プロジェクトの研究計画に基づいた

データ収集について他の研究者の

支援ができる 

収集したデータを適切に処

理し、分析できる 

指導のもと収集したデータ

を処理し、データに応じて

分析できる 

収集したデータを適切に処理し、デ

ータに応じて分析できる 

収集したデータを適切に処理し、デ

ータに応じて多角的に分析できる 

プロジェクトにおけるデータ分析に

ついて集約し、他の研究者のデー

タ分析の支援ができる 

研究の成果をまとめること

ができる 

指導のもと研究の成果を

まとめることができる 
研究の成果をまとめることができる 

研究の成果を集約しまとめること

ができる 

研究の成果のまとめを集約し、総

括的なまとめができる 



一社）全国保健師教育機関協議会 教員研修委員会 ラダー構築班作成 教員のキャリアラダー2016年度版 

7 

 

研究成果を公衆衛生看護

の実践と照らし合わせて意

味づけすることができる 

指導のもと研究成果を公

衆衛生の実践と照らし合

わせて検討できる 

研究成果を公衆衛生看護の実践

や理論と照らし合わせて検討でき

る 

研究成果を公衆衛生看護の実践

や理論と照らし合わせて意味づけ

することができる 

研究成果について多面的・多角的

な視点から意味づけができる 

研究遂行において倫理的

な問題に対処できる 

指導のもと研究遂行にお

いて倫理的な問題に対処

できる 

研究遂行において倫理的な問題

に対処できる 

 研究遂行における倫理的な問題へ

の対処について他の研究者の支

援ができる 

研究遂行の管理ができる 指導のもと研究遂行のた

めの時間・物品の管理と

費用の運用ができる 

研究遂行のための人・時間・物品

の管理と費用の運用ができる 

研究遂行のための人・時間・物品・

費用の全体管理ができる 

多機関における研究遂行のための

人・時間・物品・費用の全体管理が

できる 

他者の研究遂行の指導が

できる 

指導のもと保健師基礎教

育における卒業研究、公

衆衛生看護実践者等の研

究遂行の指導ができる 

保健師基礎教育における卒業研

究、公衆衛生看護実践者等の研究

遂行の指導できる 

指導のもと大学院前期課程の研究

遂行の指導ができる 

大学院前期課程の研究遂行の指

導ができる 

指導のもと大学院後期課程の研究

遂行の指導ができる 

大学院前期・後期課程の研究遂行

の指導ができる 

Check

研究の

評価 

研究計画を評価できる 研究計画が適切であった

か検討できる 

研究設問に合致した研究計画であ

ったか評価できる 

公衆衛生看護実践に役立つ研究

計画であったか評価できる 

多角的な視点から研究計画を評価

できる 

研究遂行のプロセスを評価

できる 

研究遂行のプロセスが適

切であったか検討できる 

研究遂行のプロセスが適切であっ

たのか評価できる 

公衆衛生看護実践者と共同した研

究遂行のプロセスが適切であった

のか評価できる 

他の研究者と共同で多角的な視点

から研究遂行のプロセスを評価で

きる 

研究の限界を明確にできる 指導のもと研究の限界を

明確にできる 

研究の限界を明確にできる   

研究成果を公衆衛生看護

実践に応用できる 

公衆衛生看護実践に研究

成果を応用するための検

討ができる 

公衆衛生看護実践に研究成果を

応用するための自治体等への提

案ができる 

研究成果を実践に応用するための

公衆衛生看護実践者等への支援

ができる 

公衆衛生看護実践に研究成果を

応用または、普及させるための提

言ができる 

研究成果を公表できる 指導のもと国内外の学会

等で公表できる 

指導のもと国内外の学術誌等で研

究成果を公表できる 

国内外の学会・学術誌等で公表で

きる 

学会・学術誌、研究会等、研究成

果を公表できる場を主催できる 

他者の研究成果の公表を

指導できる 

指導のもと保健師基礎教

育における卒業研究、公

衆衛生看護実践者等の公

保健師基礎教育における卒業研

究、公衆衛生看護実践者等の公表

の指導ができる 

大学院前期課程の研究成果の公

表の指導ができる 

指導のもと大学院後期課程の研究

大学院前期・後期課程の研究成果

の公表の指導ができる 
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表の指導ができる 指導のもと大学院前期課程の研究

成果の公表の指導ができる 

成果の公表の指導ができる 

Act 

研究の

改善 

研究計画の問題点を明ら

かにし、修正できる 

指導のもと研究計画の問

題点を明らかにし、修正で

きる 

研究計画の問題点を明らかにし、

修正できる 

研究計画の問題点を他の研究者と

共同で検討し、修正できる 

研究計画の問題点の修正につい

て他の研究者を支援できる 

研究遂行のプロセスにおい

て修正ができる 

指導のもと研究遂行のプ

ロセスにおいて修正がで

きる 

研究遂行のプロセスにおいて修正

ができる 

 研究遂行のプロセスにおける修正

について他の研究者を支援できる 

研究の限界への対処方法

を明確にできる 

指導のもと研究の限界へ

の対処方法を明確にでき

る 

研究の限界への対処方法を明確

にできる 

 研究の限界への対処方法の明確

化について他の研究者への支援

ができる 


